
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム弾性体よりなる防振基体と、この防振基体の上下一方側に結合された第１の取付金
具と、前記防振基体の他方側に結合された筒状の本体金具と、前記防振基体と対向して前
記本体金具に取着されたゴム膜よりなる第１のダイヤフラムと、この第１のダイヤフラム
の外方を覆うように前記本体金具に取着された有底筒状の第２取付金具とを備え、前記防
振基体と前記第１のダイヤフラムの間が液封入室として形成されるとともに、この液封入
室が仕切部材により２つの液室に仕切られて、両液室が仕切部材に有するオリフィスによ
り連通せしめられてなる液封入式防振装置であって、
　前記仕切部材は、前記防振基体と前記第１のダイヤフラムとの間で前記本体金具に内接
し、その外周部に前記両液室を連通させる第１オリフィスを形成する環状の仕切板金具と
、この仕切板金具の内周部に取着されたゴム弾性体よりなるゴムオリフィス部材と、この
ゴムオリフィス部材の前記第１のダイヤフラム側の面に対接するように前記仕切板金具に
固定されたインサート金具とからなり、
　前記ゴムオリフィス部材 前記インサート金具との対接側に
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は、 、装置軸心を中心とする
渦巻状のオリフィス用凹溝を有し、この凹溝がゴムオリフィス部材に対接する前記インサ
ート金具により遮蔽されて渦巻状の第２オリフィスとして形成され、この渦巻状の第２オ
リフィスの外側端部には防振基体側の液室に通じる開口部が設けられ、また、前記インサ
ート金具の中央部が開口し、該開口の周縁部で前記ゴムオリフィス部材の側に押えられる
リング状のインナー金具を有し、このインナー金具が前記第１のダイヤフラムの中央部に



　 仕切部材が前記第１のダイヤフラムおよび前記第２取付金具と共に前記本体金具
にかしめ固定されてなることを特徴とする液封入式防振装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、液封入式防振装置に関し、より詳細には、自動車のエンジン等のパワーユニ
ットを防振的に支承するのに用いられる液封入式防振装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来から、エンジン等の振動伝達系を構成する部材間に介装されて、それらを防振的に
連結する液封入式の防振マウント装置として、本体金具の一端側と上側の第１の取付金具
とをゴム弾性体（本体ゴム）を介して結合し、前記ゴム弾性体と対向して前記本体金具の
他端側にゴム膜よりなるダイヤフラムと、このダイヤフラムの外方を覆う有底筒状の第２
の取付金具とを設け、前記ゴム弾性体と前記ダイヤフラムの間を液封入室として、該液封
入室を該仕切部材により２つの液室に仕切り構成し、両液室を仕切部材の外周部に有する
オリフィスにより連通せしめた液封入式の防振装置が知られている。
【０００３】
　そして、かかる液封入式防振装置において、特にシェイク振動とアイドル振動の双方に
対応させるようにしたものが提案されている。
【０００４】
　例えば、特開平９－１００８６６号公報に開示の液体封入式マウントの場合は、前記仕
切部材のゴム状弾性体と接する液室（主液室）の側にもう一つの仕切部材を被せて仕切部
材の内方部に第３の液室を設け、該液室に通じる第２のオリフィスを設けることで、シェ
イク振動対策用の低周波数側のオリフィス通路とアイドル振動対策用の中高周波数側のオ
リフィス通路を構成して、機能性を向上させている。
【０００５】
　また、特開平９－２１０１１７号公報に開示の流体封入式マウント装置の場合は、１枚
に加硫成形されたダイヤフラム（可撓性ゴム膜）の一部を、ダイヤフラムの外側に密閉さ
れた空気室を形成する拘束部材と仕切部材との間に挾み込み、仕切部材とダイヤフラムの
間に、仕切部材の外周部のオリフィスに連なる液室（平衡室）とは別に、その内方部に第
２のオリフィスに連なる第２の液室（平衡室）を設定し、シェイク振動とアイドル振動等
の広い周波数域の振動に対応させるようにしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、前記提案のように、仕切部材の外周部と内方部とに二つのオリフィス（通路
）を設けて、シェイク振動とアイドル振動とに対する防振効果を向上させる従来の液体封
入式の防振装置の場合には、各オリフィスの端部（液室）にはそれぞれ異なった弾性率を
持つ別個のダイヤフラムを設ける必要がある。これらのダイヤフラムを固定する方法とし
ては、ダイヤフラムを保持するか、または加硫接着した金具を、本体金具のかしめ部に挿
入してかしめ固定するのが一般的でり、特に仕切部材の内方部に設定される第２のオリフ
ィスと連なるダイヤフラムについても、前記のようにかしめ固定されている。
【０００７】
　そのため、組立ての際にはダイヤフラムと仕切部材との寸法公差が大きくならないよう
にかしめ部分の形状に注意が必要で、かしめ作業が容易でない上、寸法公差が大きくなる
と、オリフィスの断面積やダイヤフラムの弾性率に支障を来たし、ひいては機能性にも影
響し、低周波数域と中高周波数域における防振性能の向上に影響を与えるという問題があ
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固着されるとともに、該インナー金具の内方側に前記第２オリフィスの中央の内側端部に
配置される第２のダイヤフラムが一体に形成されており、前記インナー金具がインサート
金具の開口周縁部で押えられることにより、前記第２オリフィスの内側端部を前記第２の
ダイヤフラムにより閉塞するように設けられてなり、

前記の



った。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなしたものであり、その目的は、かしめ部分の形状や寸法に
影響を与えず、搭載性や製品の信頼性を損わずに、容易に組立て構成できて、しかも低周
波数域と中高周波数域の防振性能を向上できる構造の液封入式防振装置を提供するところ
にある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の流封入式防振装置は、ゴム弾性体よりなる防振基体と、この防振基体の上下一
方側に結合された第１の取付金具と、前記防振基体の他方側に結合された筒状の本体金具
と、前記防振基体と対向して前記本体金具に取着されたゴム膜よりなる第１のダイヤフラ
ムと、この第１のダイヤフラムの外方を覆うように前記本体金具に取着された有底筒状の
第２取付金具とを備え、前記防振基体と前記第１のダイヤフラムの間が液封入室として形
成されるとともに、この液封入室が仕切部材により２つの液室に仕切られて、両液室が仕
切部材に有するオリフィスにより連通せしめられてなる液封入式防振装置であって、前記
仕切部材は、前記防振基体と前記第１のダイヤフラムとの間で前記本体金具に内接し、そ
の外周部に前記両液室を連通させる第１オリフィスを形成する環状の仕切板金具と、この
仕切板金具の内周部に取着されたゴム弾性体よりなるゴムオリフィス部材と、このゴムオ
リフィス部材の前記第１のダイヤフラム側の面に対接するように前記仕切板金具に固定さ
れたインサート金具とからなり、前記ゴムオリフィス部材 前記インサート金具との対
接側に

仕切部材が前記第１のダイヤフラムおよび前記第２取付金具と共に前記本体金具にかし
め固定されてなることを特徴とする。
【００１０】
　この液封入式防振装置の場合、前記第１オリフィスとその端部の第１のダイヤフラム、
および第２オリフィスとその端部の第２のダイヤフラムは、それぞれ異なる周波数域で振
動減衰作用を効果的に発揮できるように設定しておくことにより、例えばシェイク振動や
アイドル振動の両周波数域においてそれぞれ振動減衰作用が良好に発揮される。
【００１１】
　しかも、前記防振装置の場合、第２オリフィスおよび第２のダイヤフラムを内方部に設
定した仕切部材を本体金具とは別に組立て構成し、これを本体金具に圧入して組立てるの
で、かしめ部分の形状や寸法に影響されずに、前記の第２オリフィスおよび第２のダイヤ
フラムを設定することができ、前記の二つのオリフィス、二つのダイヤフラムを備える防
振装置を容易に組立て構成できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１は、本発明 を
示す断面図、図２は図１のＸ１ーＸ１線の断面図、図３は仕切部材に使用される仕切板金
具を示す斜視図である。
【００１４】
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は、
、装置軸心を中心とする渦巻状のオリフィス用凹溝を有し、この凹溝がゴムオリフ

ィス部材に対接する前記インサート金具により遮蔽されて渦巻状の第２オリフィスとして
形成され、この渦巻状の第２オリフィスの外側端部には防振基体側の液室に通じる開口部
が設けられ、また、前記インサート金具の中央部が開口し、該開口の周縁部で前記ゴムオ
リフィス部材の側に押えられるリング状のインナー金具を有し、このインナー金具が前記
第１のダイヤフラムの中央部に固着されるとともに、該インナー金具の内方側に前記第２
オリフィスの中央の内側端部に配置される第２のダイヤフラムが一体に形成されており、
前記インナー金具がインサート金具の開口周縁部で押えられることにより、前記第２オリ
フィスの内側端部を前記第２のダイヤフラムにより閉塞するように設けられてなり、前記
の

の範囲からは外れるが、基本構成が同じ液封入式防振装置の一つの例



　この液封入式防振装置（１）は、図に示すように、筒状の本体金具（２）の上部開口側
にエンジン等のパワーユニットの荷重を受けるゴム弾性体からなる防振基体（３）が結合
され、該防振基体（３）の上端部に上側の第１取付金具（４）が結合されている。すなわ
ち本体金具（２）と第１取付金具（４）とが防振基体（３）を介して結合されている。図
の場合、前記防振基体（３）は、略円錐台形状をなしており、その小径側の上端部が第１
取付金具（４）に、また下部の大径側外周部が本体金具（２）の開口部に、それぞれ加硫
接着手段により気密に固着されている。
【００１５】
　そして前記本体金具（２）の下部開口側には、前記防振基体（３）と対向してゴム膜よ
りなる第１のダイヤフラム（５）と、その外側を覆う下側の第２取付金具（６）とが後述
するかしめ手段によりシール状態に固定されている。また前記防振基体（３）と前記ダイ
ヤフラム（５）との間の本体金具（２）の内周に防振基体（３）と一体形成されたシール
ゴム層（３１）を介して仕切部材（１０）が気密状態に嵌着されている。こうして前記防
振基体（３）と前記ダイヤフラム（５）との間の内室が水やエチレングリコール等の非圧
縮性液体が封入された液封入室として形成されるとともに、この液封入室が前記仕切部材
（１０）によって、前記防振基体（３）が室壁の一部をなす第１の液室（８ａ）と、前記
ダイフラム（５）が室壁の一部をなす第２の液室（８ｂ）とに仕切り構成されている。ま
た前記両液室（８ａ）（８ｂ）は、前記仕切部材（１０）の外周に有する第１オリフィス
（９）により連通せしめられている。これにより二室形の液封入式防振装置を構成してい
る。
【００１６】
　前記第１取付金具（４）は平板形状をなし、その中央部には圧入手段や溶接手段により
固定された第１の取付けボルト（４１）が上向きに突設されている。（４２）は位置決め
用の突起である。そして、図示しない自動車のパワーユニットに対して、前記突起（４２
）によって位置決めされて前記第１の取付ボルト（４１）によって固定されるようになっ
ている。
【００１７】
　また前記第２取付金具（６）は、有底の概略円筒形状をなし、フランジ状の開口縁部（
６１）が前記本体金具（２）の下端部（２１）においてかしめ固定されている。またこの
第２取付金具（６）の底壁部（６２）には２本の第２取付ボルト（６３）（６３）がそれ
ぞれ圧入手段により下向きに突設されている。前記第２取付金具（６）と第１のダイヤフ
ラム（５）との間が空気室（７）として形成されている。そして、図示しない車体側メン
バに対して位置決めされた所定位置に第２取付金具（６）が、前記第２取付ボルト（６３
）（６３）によって固定されるようになっている。
【００１８】
　すなわち、前記上側の第１取付金具（４）がエンジン等のパワーユニットに取付けられ
、下側の第２取付金具（６）が車体側メンバに取り付けられることにより、パワーユニッ
トを車体に対して防振的に支持できるようになっている。
【００１９】
　そして、前記の仕切部材（１０）については、図１～図３に示すように、仕切板金具（
１１）、ゴムオリフィス部材（１２）、インサート金具（１３）等から概略円盤状に形成
され、次のような構成をなしている。
【００２０】
　仕切板金具（１１）は、プレス成形により成形されてなるもので、図３に示すように環
状をなし、その外周部に本体金具との間で第１オリフィス（９）を形成するための凹溝（
９０）が形成され、該凹溝（９０）の下側の端縁部（１４）は前記第２取付金具（６）の
開口縁部（６１）と略同じ外径をなすように外方に延成され、上側は折返しによる上部突
出部（１５）が形成されるとともに、その内方に中央部を開口させた環状の中央板部（１
６）が形成されている。前記上部突出部（１５）の一部に、第１オリフィス（９）と第１
の液室（８ａ）を連通させる連通部（９ａ）が切欠形成され、また前記凹溝（９０）に有
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する閉鎖部（９１）を挟んで前記連通部（９ａ）と反対側の凹溝底壁には第１オリフィス
（９）と第２の液室（８ｂ）とを連通させるための連通部（９ｂ）が開設されている。
【００２１】
　前記仕切板金具（１１）の中央板部（１６）の内周縁部にゴム弾性体よりなるゴムオリ
フィス部材（１２）が加硫接着手段により取着されている。このゴムオリフィス部材（１
２）は、厚肉円板状に形成されて、前記中央板部（１６）の少なくとも下面側への突出形
状をなしており、この下面側に装置軸心を中心とする略半円環状のオリフィス用凹溝が形
成され、この凹溝の下面側開口部が前記ゴムオリフィス部材（１２）の下面に対接するイ
ンサート金具（１３）により遮蔽されることにより、該凹溝が第２オリフィス（１７）と
して形成されている。
【００２２】
　また、前記インサート金具（１３）は、プレス成形等により断面凹形状に形成され、そ
の外周壁部（１３ａ）が前記仕切板金具（１１）の内周に圧入固定されることにより、そ
の内側底面が前記ゴムオリフィス部材（１２）の下面に対接せしめられている。前記第２
オリフィス（１７）の一端部には防振基体（３）側の第１の液室（８ａ）に通じる開口部
（１７ａ）が設けられ、また他端部にはインサート金具（１３）の前記凹溝との対応個所
に有する小開口（１８）が位置せしめられるとともに、該小開口（１８）に取着されたゴ
ム膜よりなる第２のダイヤフラム（１９）が配置され閉塞されている。さらにこのインサ
ート金具（１３）には、前記仕切板金具（１１）に有する連通部（９ｂ）との対応位置に
、外周壁部（１３ａ）から底面にかけて連通用の切欠部（１３ｂ）が形成されており、第
１オリフィス（９）が前記連通部（９ｂ）および切欠部（１３ｂ）を通じて第２の液室（
８ｂ）と連通するようになっている。
【００２３】
　また前記第１のダイヤフラム（５）は、その外周部が前記仕切板金具（１１）の端縁部
（１４）とほぼ同じ外径のリング状金具（５１）に加硫接着手段により固着されている。
このダイヤフラム（５）は、前記リング状金具（５１）の内周部から下方に延出して、か
つ内方部が第２の液室（８ｂ）の圧力変動に応じて変形できるようになっている。
【００２４】
　前記のように構成された仕切部材（１０）は、前記仕切板金具（１１）の端縁部（１４
）が、前記第１のタイヤフラム（５）のリング状金具（５１）および第２取付金具（６）
の開口縁部（６１）と共に、本体金具（２）の下端部（２１）にかしめ固定されている。
【００２５】
　図示す 合、前記防振基体（３）の大径側の円周の一部には本体金具（２）の一部（
２ａ）で補強された張出し部（３ａ）を有するとともに、前記第１取付金具（４）に溶接
手段等により固設されたスタビライザ（４４）の一部（４５）（４６）が前記記張出し部
（３ａ）の上下に近接配置されており、防振基体（３）の変形による第１取付金具（４）
の大変位時に、前記一部（４５）（５６）が前記張出し部（３ａ）に当接することで、そ
れ以上の上下方向の変位を規制するストッパー作用を果すように設けられている。
【００２６】
　上記の構成による液封入式防振装置（１）を組立てるには、先ず、大気中において、前
記構成の仕切部材（１０）を、ゴムオリフィス部材（１２）を取着した仕切板金具（１１
）に対し、その下面側よりインサート金具（１３）を圧入することにより組立て、予め仕
切部材（１０）の内方部に第２オリフィス（１７）を形成しその端部に第２のダイヤフラ
ム（１９）を設定しておく。この際、仕切板金具（１１）の連通部（９ｂ）とインサート
金具（１３）の切欠部（１３ｂ）とを位置合わせし、前記連通部（９ｂ）を塞がないよう
にする。
【００２７】
　そして、液中において、防振基体（３）を介して第１取付金具（４）と結合されている
本体金具（２）を、下方側開口の側を上向きにセットして、内部の空気を排除した状態で
前記の仕切部材（１０）を前記本体金具（２）の内周に嵌装するとともに、前記仕切板金
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具（１１）の端縁部（１４）を本体金具（２）のかしめ前の拡開した状態（図１の鎖線）
の下端部（２１）内側に段部（２１ａ）との当接位置まで圧入する。さらに第１のダイヤ
フラム（５）を、その外周部のリング状金具（５１）を前記下端部（２１）に圧入するこ
とによりセットする。
【００２８】
　こうして、前記第１のダイヤフラム（５）と防振基体（３）との間の内室に液体を封入
し、残液調整を行なった後、これを大気中に取出し、前記下端部（２１）に第２取付金具
（６）の開口縁部（６１）を嵌め込んで、該下端部（２１）をかしめ固定し、組み立てを
完了する。
【００２９】
　このように、第２オリフィス（１７）および第２のダイヤフラム（１９）を内方部に設
定した仕切部材（１０）を本体金具（２）とは別に組立て構成し、これを本体金具（２）
に圧入して組立てるので、かしめ部分の形状や寸法に影響されずに、前記の第２オリフィ
ス（１７）および第２のダイヤフラム（１９）を設定することができる。すなわち、第２
取付金具（６）および第１のダイヤフラム（５）のかしめ部分の形状や寸法を変動させず
に、２つのオリフィスを備えて、そのそれぞれに別個のダイヤフラムを設けた防振装置を
構成することができる。しかもその組立が容易である上、搭載性を損うことがなく、また
かしめ部分のシール性を悪化させることもない。
【００３０】
　前記の構成によ 封入式防振装置（１）は、第１取付金具（４）をエンジン等のパワ
ーユニットの側に連結し、また第２取付金具（６）を車体側メンバに取付けて使用する。
【００３１】
　この使用状態において、第１取付金具（４）に取付けて支承したエンジン等の振動発生
体から振動が伝わると、ゴム弾性体よりなる防振基体（３）の弾性変形に伴って両液室（
８ａ）（８ｂ）内の液体が第１オリフィス（９）および第２オリフィス（１７）を通じて
流動し、この流動による前記オリフィス内での液柱共振作用や液圧減衰作用により防振効
果が発揮されることとなる。
【００３２】
　前記の第１オリフィス（９）とその端部（第２の液室）の第１のダイヤフラム（５）、
および第２オリフィス（１７）とその端部の第２のダイヤフラム（１９）は、それぞれ異
なる周波数域で振動減衰作用を効果的に発揮できるように設定する。例えば、第１オリフ
ィス（９）については、その断面積や長さを、シェイク振動等の１０～１５Ｈｚの低周波
大振幅の振動に対して減衰効果を大きく発揮するように設定し、また第２オリフィス（１
７）については、その断面積や長さを、アイドル振動等の３０～４０Ｈｚの中高周波小振
幅の振動に対して減衰効果を大きく発揮するように設定しておく。またこれに対応して、
第１および第２のダイヤフラム（５）および（１９）の弾性率等を設定しておく。これに
より、シェイク振動とアイドル振動の両周波数域において防振効果が良好に発揮されるこ
とになる。
【００３３】
　また、図のように、仕切部材（１０）の中央部にゴム弾性体よりなるゴムオリフィス部
材（１２）が存在し、その一部が防振基体（３）側（受圧側）の第１の液室（８ａ）に臨
出して、しかもこの臨出する部分において、他より薄肉になっている第２のオリフィス（
１９）の底壁部分が液室（８ａ）に接していることにより、１００Ｈｚ以上の高周波数域
の絶対ばね定数を低減させる効果も兼ねることになる。
【００３４】
　図４および図５は、本発明に係る液封入式防振装置（１） 施例を示している。この
実施例において、上記した の防振装置と同じ構成部分や部材には同一の符
号を付してその詳細な説明を省略する。
【００３５】
　この実施例の液封入式防振装置（１）は、上記の と基本構成
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は同じであり、ゴム弾性体からなる略円錐台形状の防振基体（３）と、この防振基体（３
）の上端部に結合された第１取付金具（４）と、前記防振基体（３）の下端部外周に固着
された筒状の本体金具（２）と、前記前記防振基体（３）に対向して本体金具（２）の下
方側開口部に取着された第１のダイヤフラム（５）と、このダイヤフラム（５）の外方を
覆うように前記本体金具（２）の下端部（２１）にかしめ固定された有底筒状の第２取付
金具（６）とを備えている。さらに、前記防振基体（３）と前記ダイヤフラム（５）の間
が液封入室として形成されるとともに、この液封入室が本体金具（２）の内周に嵌着され
た仕切部材（１０）により、前記防振基体（３）が室壁の一部をなす第１の液室（８ａ）
と、前記ダイフラム（５）が室壁の一部をなす第２の液室（８ｂ）とに仕切り構成され、
さらに前記両液室（８ａ）（８ｂ）が、前記仕切部材（１０）の外周に有する第１オリフ
ィス（９）により連通せしめられている。
【００３６】
　そして、こ 施例において、前記仕切部材（１０）は、第１オリフィス（９
）を形成する環状の仕切板金具（１１）と、その中央板部（１６）に加硫接着手段により
取着されたゴム弾性体よりなるゴムオリフィス部材（２２）と、このゴムオリフィス部材
（２２）の下面側、すなわち第２の液室（８ｂ）の側に対接するインサート金具（２３）
とにより、次のように構成されている。
【００３７】
　仕切板金具（１１）は第１の実施例の場合と同じ形態をなしているが、ゴムオリフィス
部材（２２）は、図４および図５に示すように、前記インサート金具（２３）との対接側
に、装置軸心を中心とする渦巻状のオリフィス用凹溝を有し、この凹溝がゴムオリフィス
部材（２２）に対接する前記インサート金具（２３）により遮蔽されて渦巻状の第２オリ
フィス（２７）として形成されている。この渦巻状の第２オリフィス（２７）の外側端部
には、防振基体（３）側の第１の液室（８ａ）に通じる開口部（２７ａ）が設けられ、ま
た中央の内側端部には、インサート金具（２３）の中央部に保持される第２のダイヤフラ
ム（２９）が配置されている。
【００３８】
　前記インサート金具（２３）は、プレス成形等により断面凹形状に形成されるとともに
、その底壁部の中央部が開口し、この開口（２４）の周縁部で前記ゴムリフィス部材（２
２）の側に押えられるリング状のインナー金具（２５）が前記第１のダイヤフラム（５）
の中央部に加硫接着手段により固着されている。そしてこのインナー金具の（２５）の内
方側に前記第１のダイヤフラム（５）と一体のゴム弾性体により、該第１のダイヤフラム
（５）とは厚みの異なる第２のダイヤフラム（２９）が形成されている。前記インサート
金具（２３）の外周部（２３ａ）が前記仕切板金具（１１）に圧入されてゴムオリフィス
部材（１２）に対接せしめられることにより、前記インナー金具（２５）が前記インサー
ト金具（２３）の前記開口（２４）の周縁部でゴムオリフィス部材（２２）の側に押えら
れて、前記第２オリフィス（２７）の内側端部が前記第２のダイヤフラム（２９）によっ
て閉塞されるようになっている。
【００３９】
　そのため、前記の第１のダイヤフラム（５）は、外周部のリング状金具（５１）下方に
延びかつ内方に延びて前記インナー金具（２５）の部分に連なることによって、前記仕切
部材（１０）との間に環状の第２の液室（８ｂ）を形成することになる。すなわち、この
実施例の場合、リング状のインナー金具（２５）の外径側には第１オリフィス（９）専用
の第１のダイヤフラム（５）が、また内径側には第２オリフィス（２７）専用の第２のダ
イヤラム（２９）が２段に形成されることになる。
【００４０】
　なお、第１のオリフィス（９）の連通部（９ｂ）との対応位置にあるインサート金具（
２３）に有する切欠部（２３ｂ）を介して第２の液室（８ｂ）に連通する点は、上記した

の場合と同様である。
【００４１】
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　こ 施例の防振装置（１）の組立てにおいては、ゴムオリフィス部材（２３
）が付設された仕切板金具（１１）に対し、インサート金具（２３）を圧入するとともに
、この際、同時に第１のダイヤフラム（５）の中央部に付設されているインナー金具（２
５）をゴムオリフィス部材（２２）の側に押えるようにして、第１のダイヤフラム（５）
を仕切部材（１０）に組み合せておく。
【００４２】
　そして、液中において、防振基体（３）および第１取付金具（４）が結合されている本
体金具（２）をセットし、内部の空気を排除した状態で前記の仕切部材（１０）を前記本
体金具（２）の内周に嵌装するとともに、前記仕切板金具（１１）の端縁部（１４）を本
体金具（２）の下端部（２１）の内側に段部（２１ａ）との当接位置まで圧入し、これと
同時に前記第１のダイヤフラム（５）外周のリング状金具（５１）を前記下端部（２１）
に圧入する。
【００４３】
　こうして、前記第１のダイヤフラム（５）と防振基体（３）との間の内室に液体を封入
した後、これを大気中に取出して、前記下端部（２１）に第２取付金具（６）の開口縁部
（６１）を嵌め込んで、該下端部（２１）をかしめ固定し、組み立てを完了する。
【００４４】
　これにより、 と同様に、容易に組立てることができ
る上、かしめ部分の形状や寸法に影響されずに、前記の第２オリフィス（２７）および第
２のダイヤフラム（２９）を設定することができ、二つのオリフィスを備え、そのそれぞ
れに別個のダイヤフラムを設けた防振装置を構成することができる。
【００４５】
　また、この防振装置の場合も、上記した と同様に、第１オリ
フィス（９）とその端部の第１のダイヤフラム（５）、および第２オリフィス（２７）と
その端部の第２のダイヤフラム（２９）を、それぞれ異なる周波数域に調整しておくこと
により、低周波大振幅のシェイク振動、および中高周波小振幅のアイドル振動に対して良
好な振動減衰効果および振動絶縁機能を発揮できる。
【００４６】
　図６および図７は、本発明 液封入式防振装置（１）の

を示している。この においても、 と同じ構
成部分や部材については、同一符号を付してその具体的な説明を省略する。
【００４７】
　この の防振装置（１）において、図１～図３ と相違する点は、仕 材（１
０）の内方部の第２オリフィス（３７）が、その一端部の第１の液室（８ａ）との間に第
２のダイヤフラム（３９）が設けられている点である。
【００４８】
　すなわち、仕切部材（１０）は、第１オリフィス（９）を形成する仕切板金具（１１）
と、ゴムオリフィス部材（３２）と、ゴムオリフィス部材（３２）に対接するインサート
金具（３３）等で構成されている。そして、ゴムオリフィス部材（３２）のインサート金
具（３３）との対接側（下面側）に、図７に示すようにオリフィス形成用凹溝が形成され
て、該凹溝が前記インサート金具（３３）により遮蔽されることにより第２オリフィス（
３７）として形成されているが、特にこの第２オリフィス（３７）の１端部において、第
１の液室（８ａ）との間に肉厚の薄い第２のダイヤフラム（３９）がゴムオリィス部材（
３２）と一体に形成され、また他端部はインサート金具（３３）に有する小開口（３８）
を通じて第２の液室（８ｂ）に連通している。他の点は、

と同じ構造をなしており、その組立てについては、 の場合と同様に行
なえる。
【００４９】
　そして、この の防振装置（１）の場合も、第１オリフィス（９）の端部の第１の
ダイヤフラム（５）、および第２のダイヤフラム（３９）とをそれぞれ異なる周波数域の
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振動に対応できるように調整しておくことにより、低周波大振幅のシェイク振動、および
中高周波小振幅のアイドル振動に対して良好な振動減衰効果を発揮できる。例えば、低周
波大振幅のシェイク振動に対しては、主に第１のダイヤフラム（５）を端部に備える第１
のオリフィス（１）による液柱共振作用により減衰効果を発揮でき、また中高周波小振幅
のアイドル振動に対しては、第２ダイヤフラム（３９）が第１の液室（８ａ）の圧力変動
を吸収することにより、その振動を減衰できる。
【００５０】
【発明の効果】
　本発明の液封入式防振装置は、第２オリフィスおよび第２のダイヤフラムを内方部に設
定した仕切部材を本体金具とは別に組立て構成し、これを本体金具に圧入して組立てるの
で、かしめ部分の形状や寸法に影響されずに、前記の第２オリフィスおよび第２のダイヤ
フラムを設定することができる。すなわち、シェイク振動対策およびアイドル振動対策た
のために二つのオリフィスを備えかつそのそれぞれに別個のダイヤフラムを設けた防振装
置を、かしめ部分の形状や寸法を変化させずに容易に組立て構成することができる。しか
もその搭載性やかしめ部分のシール性等の信頼性を悪化させることもなく、優れた振動抑
制効果を発揮できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明 を示す縦断面図である。
【図２】　図１のＸ１－Ｘ１線の断面図である。
【図３】　同上の防振装置の仕切部材を構成する仕切板金具を示す斜視図である。
【図４】　本発明の液封入式防振装置 施例を示す縦断面図である。
【図５】　図４のＸ２－Ｘ２線の断面図である。
【図６】　本発明 を示す縦断面図である。
【図７】　図６のＸ３－Ｘ３線の断面図である。
【符号の説明】
　　（１）　  液封入式防振装置
　　（２）  　本体金具
　　（３）  　防振基体
　　（４）  　第１取付金具
　　（５）　  第１のダイヤフラム
　　（６）  　第２取付金具
　　（７）  　空気室
　　（８ａ）  第１の液室
　　（８ｂ）  第２の液室
　　（９）  　第１オリフィス
　　（１０）  仕切部材
　　（１１）  仕切板金具
　　（１２）（２２）（３２）  ゴムオリフィス部材
　　（１３）（２３）（３３）  インサート金具
　　（１４）  端縁部
　　（１６）  中央板部
　　（１７）（２７）（３７）  第２オリフィス
　　（１９）（２９）（３９）  第２のダイヤフラム
　　（２１）  かしめられた下端部
　　（２５）  インナー金具
　　（４４）  スタビライザ
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と基本構成が同じ液封入式防振装置の一つの例

の実

と基本構成が同じ液封入式防振装置の他の例



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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